
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

ＪＡ京都中央 ２０２1年 7月 13日 №557 吉田 真依 

―ＴＡＣ information―  後、 

を実施致しました！！ 
 

2021 年 7 月 9 日（金）に本店 4 階大会議室にて「京おくら」の

出荷目合わせ会が行われました。生産者のほか全農京都、京果、

普及センター、ＪＡの担当者ら計 30 名の出席がありました。今

年は京おくら生産者が昨年より 11 名増え共販出荷者数は 20 名

となりました。京おくらの選定基準、箱や袋の梱包方法等を参加

者全員で共有しました。 

「京おくらはこれから出荷最盛期を迎えるので

生産を頑張っていきましょう」と京おくら出荷部

会長の平井章司さんから開会の挨拶がありまし

た。また、京果と全農の担当者より、挨拶と状況

報告をしていただきました。 

 

 

 

 

京おくら出荷部会 部会長 平井章司さん（大山崎支店） 

京都乙訓農業改良普及センター東山さん 出荷規格を確認する参加者 

目合わせ会終了後には、羽束師支店管内の 

京おくら栽培圃場で生育状況等の現地視察が

行われ、生育は順調だという意見が多く出てい

ました。これからもこのような見学会での生産

者相互の交流により産地を盛り上げ、栽培技術

の向上につなげていきたいと思います！！ 

写真左右：圃場見学会の様子 

オクラの害虫や栽培管理等の留意点

について普及センターより説明があり

ました。 

 

目合わせ会は、生産者から活発

に意見が出ており、出荷時の注

意点等が確認されました。 
←京おくらを並べ出荷規格を決める様子 



 


